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「ちきゅう」&DONET のトータル観測ステー ション計画：海底～大気の

同時貫通観測

A total station plan combined with “Chikyu” and DONET:

simultaneous observation from seafloor to atmosphere
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　南海トラフ沿いで発生する ”ゆっくり地震” [1] の一種である超低周波地震は，地震発生帯の深部側遷移域

に位置する30kmの等深線上に沿って分布しており，その震源が走行方向に移動する現象が陸上の稠密観測網

から捉えられている [2]． 

 

 

　この”ゆっくり地震”は，地震発生帯の浅部側の遷移域でも起きると考えられていたが [3]，最近に

なって，東北沖でも見出された [4]．このことは，海溝型巨大地震の発生過程を観測から直接捉える上で重要な

情報となることが期待される． 

 

 

　本講演では，海溝型巨大地震サイクルとゆっくり地震活動の変化について，海溝型巨大地震サイクルの数値

シミュレーションから検証した概要について述べる．また，東南海地震の震源域周辺で敷設が展開されている

海底圧力計に着目し，海底地殻変動と海洋変動が寄与する海底圧力計の時空間スケールなどの観点から，解析

データを用いた検知手法と課題について議論する． 

 

 

　このような経緯から我々は，「ちきゅう」を使った孔内観測点とDONETの接続作業時やDONET地震計の埋

設時などのタイミングを狙って，海底から大気までの同時観測という着想に至り，2018年1月14日から貫通観

測を実施中である．本講演では，その概要についても紹介する予定である． 
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